
くるめ支え合うプランの概要 

（久留米市地域福祉計画・久留米市地域福祉活動計画） 

 

１ 目的 

 地域共生社会の実現を目指し、地域で人々が安心して暮らせるよう、住民やボランティア、

行政・関係諸機関、社会福祉関係者が協働し、地域全体で生活課題の解決に取り組むための指

針を定めることを目的とする。 

２ 特徴 

○市の地域福祉計画と市社会福祉協議会の地域福祉活動計画を一体的に策定 

○福祉の各計画や関連する計画の基本となる計画であり、支え合いの仕組みづくりのめざす姿

と実現のための方向性や取組みを示す計画 

○実情に応じた実効性のある計画とするため、成果指標（数値目標）を設定 

３ 施策の体系 

「関係を豊かにする」「寄り添う体制を整える」「地域をともに創る人を育む」の３つを柱に、

１３の取組項目について、地域住民等、社会福祉協議会、行政がそれぞれの役割を果たし、

取組みを進めていく。 

４ 計画期間 

  令和２年度～令和７年度 

５ 計画の策定・推進体制 

 

 

資料２ 

久留米市長 

くるめ支え合うプラン推進会議 

○構成員：副市長、部長級、 

久留米広域消防本部消防長 

市社会福祉協議会常務理事 

○役 割：プランの総括、 

プランの見直しの方針決定 

くるめ支え合うプラン推進調整会議 

○構成員：次長級、消防本部次長 

○役 割：プランの進捗管理 

      プランの見直しのための 

連絡調整 

推進会議・調整会議事務局 兼 協議会事務局 

○構成員：関係課長、市社会福祉協議会事務局長 

○役 割：庶務（プランの方針・原案に対する意見 など） 

 

くるめ支え合うプラン推進協議会 

○構成員：市民代表、福祉関係者、学識経験者等 

○役 割：プランの進捗状況に対する意見 

     具体的取組み等の推進に有効な手法の提言 

     プランの見直し、推進に必要な意見 など 

支え合い推進部会 多機関連携部会 
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